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研究成果の概要（和文）：本新学術領域研究は、オートファジーの研究を推進するために、無細胞系構成生物
学、構造生物学、細胞生物学、マウス等モデル生物学、ヒト遺伝学、疾患研究を有機的に連携させた集学的研究
体制を構築することを目的として設置された。本国際活動支援班では、相互派遣企画委員会と国際共同推進委員
会を設置し、領域の研究に関する、国際共同研究や国際連携を推進することを目的に、日本人研究者の海外派遣
や海外研究者の招聘や雇用を中心に活動を行った。

研究成果の概要（英文）：This Grant-in-Aid for Scientific Research on Innovative Areas was 
established to promote multidisciplinary research on autophagy by coordinating in vitro 
reconstitution biology, structural biology, cell biology, genetics of model organisms, and human 
pathophysiology. This "International Activities Supporting Group" set up Researcher Exchange Program
 Committee and Collaboration Promoting Committee.  Aiming to promote bilateral joint research or 
international collaboration, our focus was on placing Japanese researchers overseas and on inviting 
or employing foreign researchers 

研究分野： 分子細胞生物学

キーワード： オートファジー　細胞内分解
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 1990 年代に入って、大隅良典らによる出
芽酵母の遺伝学的解析から多種類のオート
ファジーに必須な遺伝子が発見された。それ
以降、ヒトを含む哺乳類でのオートファジー
の分子機構、生理的意義、疾患との関連が爆
発的に明らかにされつつある。日本はこれら
の成果の多くを発信し、この分野の発展に大
きく貢献してきた。実際、オートファジー関
連の原著論文の被引用数の個人別世界ラン
キングでは上位 8 名中 7 名は日本人であった
（研究代表者水島と分担者吉森、小松を含
む）。世界中の研究者が日本のオートファジ
ーの研究に注目していると言える。しかし、
最近の世界のオートファジー関連論文数の
伸びは、日本からの論文の伸びを遙かにしの
いでいる。このように、海外の猛追があるこ
とを考えると、我が国のオートファジー研究
の優位性を維持し、さらに海外の優れた研究
者とも国際連携を構築しながら研究を推進
する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 オートファジーは多くの因子と膜が関わ
る複雑な細胞現象であり、その機能も多岐に
わたる。そのため、オートファジーを包括的
に理解するためには多彩なアプローチが必
要となる。このようなことを個々の研究室で
行うのは困難であり、必然的に集学的なネッ
トワークが必要となる。これまで、本領域で
は計画研究に試験管内再構成系や構造生物
学といった基礎的な視点から臨床的な視点
までを含めた有機的な連携体制をとること
で成果をあげてきた。また、海外との共同研
究も積極的に行うことでネットワークを開
拓してきた。このような国際共同研究を一層
推進し、かつ新たなネットワークを形成する
ことは、現在優位な位置にある日本のオート
ファジー研究を維持し、より高いレベルに牽
引するために重要であると考えられる。その
ため、本国際活動支援班を設置した。 
 
３．研究の方法 
 本国際活動支援班には相互派遣企画委員
会と国際共同推進委員会を設置した。相互派
遣企画委員会ではポスドク等の受入・派遣に
関わる募集内容および選出の方法を決定し
た。国際共同推進委員会では現在の共同研究
の推進状況を確認し、さらなるネットワーク
構築への方策を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）国際連携構築 
 研究者の相互派遣などによって多くの国
際連携を構築した。主たる対象国と主たる共
同研究者は以下の通りである。 
中国（4 機関）：Hong Zhang 博士（中国科学
アカデミー）ら 
ドイツ（3機関）：Björn Stork博士（デュッ
セルドルフ大学）ら 

アメリカ（4 機関）：Jun-Lin Guan 博士（シ
ンシナティ大学）ら 
イタリア（1 機関）：Andrea Ballabio 博士
（Tigem） 
ハンガリー（1 機関）：Gábor Juhász 博士（ハ
ンガリー科学アカデミー） 
フィンランド（1機関）：Eeva-Liisa Eskelinen
博士（フィンランド大学） 
などである。 
 
（２）著名研究者招聘 
 2017 年 5 月 29 日～6 月 1 日まで奈良県奈
良市で開催した第 8回オートファジーに関す
る国際シンポジウム（本領域が後援）に以下
のオートファジーの各分野における著名研
究者を招聘した。 
Nicholas Ktistakis 博士 (英国)（細胞生物
学） 
Gábor Juhász 博士 (ハンガリー)（ショウジ
ョウバエ遺伝学） 
Christian Münz 博士 (スイス)（免疫学、ウ
イルス学） 
Kevin Ryan博士 (英国)（腫瘍学） 
Anne Simonsen博士 (ノルウェー)（細胞生物
学） 
Suresh Subramani 博士 (アメリカ)（酵母遺
伝学） 
Sharon A. Tooze博士 (英国)（細胞生物学） 
Zhenyu Yue博士 (アメリカ)（神経科学） 
班員を含めた日本人参加者とも意見交換し、
新たな国際連携の構築に役立った。 
 
（３）海外研究者の受入 
 研究者（ポスドク）の受入については、計
画研究代表者から推薦された候補者につい
て、相互派遣企画委員会で審査を行った。そ
の結果、平成 27～28 年度は 1 名（ケニア）
を東京大学、平成 29 年度は 4 名（ケニア、
ドイツ、バングラディッシュ、スペイン）を
東京大学、新潟大学、微生物化学研究会で受
け入れた。寄生虫の ATG因子の解析、選択的
オートファジー、リポソームを用いた試験管
内実験などに関する国際共同研究を推進し
た。 
 また、マックスプランク研究所（ドイツ）、
ハルビン獣医学研究所（中国）、ヘルシンキ
大学（フィンランド）、ハンガリー科学アカ
デミー（ハンガリー）から研究者の短期受入
れを行った。いずれも、共同研究の推進に効
果があった。 
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